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Ⅰ  事後調査の概要 
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１．調査概要 

「大阪港新島地区埋立事業及び大阪沖埋立処分場建設事業に係る事後調査計画」に基づく令和 5年

2 月（海域生態系(底生生物)）の事後調査の概要は表－１に、調査地点の位置は図－１に示すとお

りである。 

 

表－１ 事後調査の概要（令和 5年 2月） 

 

 埋立地周辺における調査  

調査項目 調査範囲・地点 調査期間等 調査頻度

　底生生物 　4地点 2月16、17日 2回/年（8、2月）

【2、3、4、5】  
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図－１ 海域生態系(底生生物)調査地点（令和 5 年 2 月） 
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● 海域生態系(底生生物)調査地点 ［ 4地点：2,3,4,5］ 
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２．工事の実施状況 

令和 5年 2月の工事の実施状況は、表－２、図－２に示すとおりである。 

 

表－２ 工事の実施状況（令和 5年 2月）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

工種

2月

国土交通省

近畿地方整備局

雑工

（水質汚濁防

止膜撤去）

 

護岸②

護岸③

 

図－２  工事の実施状況（令和 5年 2月） 
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３．調査結果の概要 

 

 埋立地周辺における調査  

（１）海域生態系 (底生生物)［海域生態系様式第３号］ 

底生生物の地点別出現種類数は 6～13 種類、個体数は 63～159 個体/0.1 ㎡、湿重量は 3.97

～6.39g/0.1㎡の範囲にあった。 

主な出現種は、シノブハネエラスピオであり、シノブハネエラスピオは全ての調査地点で優

占した。 
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海域生態系様式第３号

底生生物調査結果（1）　[令和5年 2月分] 底生生物調査結果（2）　[令和5年 2月分]

調査年月日：令和5年2月16、17日

調査点

 項目

 泥　温  [℃] 10.6  10.4  10.6  

種類数 軟体動物門 1    1    2    

環形動物門 10    7    9    

節足動物門 1    

そ  の  他 1    

合 　   計 13    8    11    

個体数 軟体動物門 1    5    2    

環形動物門 152    59    157    

節足動物門 1    

そ  の  他 1    

合 　   計 155    64    159    

 個体数 軟体動物門 0.6   7.8   1.3   

 組成比 環形動物門 98.1   92.2   98.7   

[%] 節足動物門 0.6   

そ  の  他 0.6   

合  　  計 100.0   100.0   100.0   

湿重量 軟体動物門 0.01  0.52  0.10  

[g] 環形動物門 4.84  4.10  6.29  

節足動物門 0.07  

そ  の  他 +    

合  　  計 4.92  4.62  6.39  

主要種 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

 個体数[%] 136 [87.7] 48 [75.0] 131 [82.4]

注）1.個体数、湿重量は0.1m
2
当りで示す。

　　2.主要種は各測点での個体数の上位５種のうち、組成比率が10%以上のものを示す。

　　3.湿重量欄の+表示は0.01g未満を示す。

    4.端数処理を四捨五入により行っていることから、合計と内訳の合計とが一致しない

      場合がある。 

2 3 4
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海域生態系様式第３号

底生生物調査結果（1）　[令和5年 2月分] 底生生物調査結果（2）　[令和5年 2月分]

調査年月日：令和5年2月16、17日 調査年月日：令和5年2月16、17日

調査点

 項目

 泥　温  [℃] 10.6  10.6  

種類数 軟体動物門 1    2    

環形動物門 5    13    

節足動物門 1    

そ  の  他 1    

合 　   計 6    17    

個体数 軟体動物門 1    2    

環形動物門 62    108    

節足動物門 <1    

そ  の  他 <1    

合 　   計 63    110    

 個体数 軟体動物門 1.6   2.0   

 組成比 環形動物門 98.4   97.5   

[%] 節足動物門 0.2   

そ  の  他 0.2   

合  　  計 100.0   100.0   

湿重量 軟体動物門 0.01  0.16  

[g] 環形動物門 3.96  4.80  

節足動物門 0.02  

そ  の  他 +    

合  　  計 3.97  4.98  

主要種 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

 個体数[%] 56 [88.9] 93 [84.1]

注）1.種類数の平均は、総種類数を示す。

　　2.個体数、湿重量は0.1m
2
当りで示す。

　　3.主要種は各測点での個体数の上位５種のうち、組成比率が10%以上のものを示す。

　　4.湿重量欄の+表示は0.01g未満を示す。

    5.端数処理を四捨五入により行っていることから、合計と内訳の合計とが一致しない

      場合がある。 

5 平均

 


